




l きんちゃく袋

底敷ブロックの使い方

チップ材交換のときに
処理機の横に新聞紙などを広げ、その上に巾着袋を置き、

シャベルで処理機内のチップ材を取り出します。

新聞紙やビ＝ールシー トを
下に敷くと作業が楽です。

チップ材の水分を除くときに
処理機内の半量または全量を巾着袋に取り出し、右の図のように水分を発散させ

てください。 ときどき巾着袋こと転がすように揉みほぐすと、ダマ状になったチ

ップ材がほぐれて湿気が抜けやすくなります。

直射日光のあたらない、風通し
のいい場所で保管します。

ふたカバーをかけて虫の
侵入を防ぎます

かたまつてしまったチッブ材は
もんでほぐします。

底敷ブロックに載せて地面
との間に際間をつくり、空気
を通しやすくします。

·-------·
● ● ● . . ． ．

:::::::::::: :::::::::::: 

）） 

交換時に取り出したチップ材の活用方法
交換時に取り出したチップ材を3~5mm目程度の園芸用の金網でフルイにかけて落ちた物を巾着袋に入

れ、雨があたらない風通しのいい場所に保管しておきます。一
交換用チップ材として

再利用する場合
適切に保管し、3ヶ月ほど充分に養生させた使用

済みチップ材は、次回交換時に処理機に戻して

再利用することができます。

使用中（微生物が活発に働いている）のチップ

材とよく混ぜてなじませることで、保管中一時

休眠状態だった微生物が再び働きはじまます。

ェコバワーチッブの微生物くん

有機肥料の原料として

使う場合
使用済みチップ材が1に対して土が4の割

合でよく混ぜあわせたあと、陰干しで二

週間から三週間程度、よくなじませてか

らお使い下さい。
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陰干しでよくなじませる。
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畑で使う
植物の根もと部分の幹から数センチ離
して、全体に均等な厚みになるように
まいて下さい。

根もとから数センチ離す
畑の土

l ふたカバーの使い方

処理機の内壁やフタの裏に水滴がつく時
夏場の気温が高い時
チップ材が活発に働いている証拠ですが、放つておくとチップ

材が湿ってしまいます。

こんなときは本体のフタを外し、かわりにふたカパーをかけて

お使いください。

処理機を日光浴させる
チップ材の湿気を除くための簡単な方法として、天気の良い日

に処理機のふた部分を取り外し、ふたカバーをかけて本体の背

面（回転レパーのついていない方）を巳光の方に向けておきます。

ふたカパー
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らか面背

本体のフタ部分は
取り外しておきます。

小さな虫の侵入が気になるとき
本体のフタをはすし、かわりにふたカバーをかけてお使いくだ

さい。

本体側面から見たイメージ

※処理機の中のチップ材は中心部をかく
はん軸あたりまで掘り、内壁側にチッブ材
を盛り上げるようにすると水分が抜けや
すくなります。 チップ材の上が乾燥して
きたら、全体をかくはんし、下のチッブ材
を上にもってくるようにしてください。



「 完全保存版 自然にカエルSの上手な使い方 ］ 
生ゴミ投入の際〇生こみの水はよく切って投入してください。
生魚や内臓などを入れると、分解がおおよそ終わる約36時間ほどの間、軽く臭うことがあります。
基本的に、火で調理した食べ物にくらべて、野菜など火を通していない食べ物は分解が遅くなります。
水気の 多い食べ物（果肉のたくさん残ったスイカなど）は投入を控えてください。

処理機のしくみは、人で例えると胃袋と同じ。
体調によって食べる量を調節するようにしてあげることが大切です。
常に体調を良好に保つていれば、食欲もわき、より効率よく処理できるのです。
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かくはん・毎日の世話 0 とにかくよくかきまぜましょう（生こみを投入しない日もかかさす）
取扱説明書でこ説明している「一82回、1回につき右・左方向にそれぞれ12回すつ八ンドルをまわす」というのは、
通常、最低限必要な運用方法です。
もっと上手に、効率よく使いこなすためには、できるだけたくさんかくはんしましょう。
また割り箸や樺などを使って、時々上下方向にチップ材をかき回したり、混ざりにくい隅の方や、チップ材のかたまり
になっている部分を崩したりするのもたいへん効果的です。
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●かくはんを多くすれば、分解はより促進されます。
●常にチップ材をサラサラに保つておくことが大切。
●時には「ハンドルの回転」以外にも中身がよく混ざり合う工夫をしてみましょう。

季節ごとの世話〇蒸し暑い時期は水分にこ注意。寒い季節は分解が遅くなります。

国内の一般家庭での室温で使っている限り、一年を通してほとんと安定して使っていただけます。
しかし、梅雨時の湿気が多い季節には水分が発散しにくいので、定期的にチップ材を巾着袋に入れて干したり、また寒し1時期は
分解が遅くなるので、設置場所を温かいところに変えてみたり、本体を布や段ポールでおおって保温したりすると効果的です。

チップ材の働きはヒトのお腹の中に似ています。
バランスの良い食事で、体調を整えてあげるのが上手に使うコツです。

-巴ば：性の肉類-{屯巴□9分や解門？
、野菜

生の肉や魚の身

言（
ペットのえさ 調理したものに比べて分解が少し遅くなります。
キャットフヂ
ドッグフ ー ド ・ ）

生魚などを入れた場合はしばらく臭いがすることがあります。
一度湯にとおしてから、細かくきざんで投入など工夫するとよいでしょう。

鳥のエサなど
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口野菜くだもの ※生野菜
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曰鶏や魚の骨国カ
の
ニ

カやラ
エビ 卵のカラ

主な調理済み生こみの投入のコッ
●酢の物はよく洗つて酢を落としてから入れてください。
●鶏や魚の骨、カニやエビのカラなどは、小さく砕いてくと分解しやすくなります。
●残飯 ・めん類は、できるだけ他のものと一緒に投入することで分解しやすくなります。
●カレーやシチューなど粘り気があるものは、三角コーナーで水洗いして水をよく切ってから。
•ミカン類や豆類の皮、卵やエビ・カニのカラ、鶏や魚の骨、各種タネ類、鳥のエサなど

は、分解しにくく時間がかかります。
生の野菜類は、加工してあるものに比べて分解しにくく、時間がかかります。
できるだけ小さく切る・ 一度湯通しする・よく水分を切る などして、一度に
たくさん投入せま小分けにして投入するようにしてください。

じ:；悶誓菜；言麿9ぢ后:;tぷぢこ苔霊召3の「生こみ設入の印］
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